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西海警察署協議会第３回会議議事概要

日 時 令和３年７月28日（水）10時00分～11時30分

場 所 西海警察署講堂

１ 協議会

関会長 寺本委員 江崎委員 加藤委員 中尾委員

２ 警察署

出 席 者 森署長 畑上副署長 木下刑事生活安全課長 坂田交通課長

氷室地域課長

３ 書 記

警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、前回協議会の提出意見である「特殊詐欺被害防止に向

けた広報活動の推進」 、次のとおり説明があった。について

(1) 特殊詐欺発生状況

(2) 西海警察署管内の自動通話録音(警告)機設置状況

(3) 各種広報媒体を活用した広報啓発活動の実施状況

ア 生安ニュースの発行

イ 防災無線を利用した広報啓発活動

会議の状況 (4) 特殊詐欺被害防止広報活動

ア 金融機関における特殊詐欺被害防止キャンペーン

年金支給日に銀行や郵便局において年金を下ろしに来た高齢

者に対し特殊詐欺被害防止のチラシ配布や声掛け等を行う特殊

詐欺被害防止キャンペーンを実施した。

イ 駐在所員による防犯講話

駐在所員が高齢者が集まる会合等に参加し、特殊詐欺被害防

止の講話を実施した。

ウ 特殊詐欺被害防止のための声掛け広報

毎月６の付く日を「ロックの日」と称した鍵かけの広報と併

せて、スーパー等の買物客に対して特殊詐欺被害防止のための

声掛け広報等を実施した。

エ 西海警察署員への教養

西海警察署員全員の特殊詐欺防止対策に対する知識向上のた

め署員を対象とした教養資料を作成し特殊詐欺被害の状況や手

口等の教養を実施した。



２ 協議会答申事項の警察業務への反映について

署長から、協議会答申事項の警察業務への反映について、次のと

おり説明があった。

(1) 平成30年西海警察署協議会第４回会議における諮問

防犯カメラ・ドライブレコーダーの普及促進に向けた効果的方

策について

(2) 西海警察署協議会委員からの答申

ドライブレコーダーの設置費用助成の西海市への働きかけ

当署が複数年にわたり、ドライブレコーダーの設置費用助成に

ついて西海市役所に申入れ等を行った結果、令和３年６月議会で

ドライブレコーダーの設置費用助成に関する議案が可決され、同

年７月１日から正式実施されることになった。

３ 令和３年４月から６月までの業務重点推進結果について

署長が次のとおり説明した。

(1) 窃盗被害予防対策の推進

ア 刑法犯発生状況

イ 窃盗被害予防対策の状況

(2) 高齢者の交通事故防止

ア 交通人身事故発生状況

イ 高齢者の交通事故抑止対策

(3) 防災対策

ア 管内の実態把握

イ 災害警備訓練の実施

ウ 災害関係機関との連携

エ 防災意識の高揚を目的とした広報活動

(4) 新入学児童を含めた児童・園児の保護活動

ア 登下校時間帯の通学路における見守り活動

イ 交通安全教室や防犯教室などの講話

４ 業務重点推進計画について

署長が次のとおり説明した。

(1) 窃盗事件被疑者の検挙、特殊詐欺事件被害防止

(2) 高齢者と子供の交通事故防止

(3) 夏期における水難事故防止対策

(4) 台風到来期に備えた防災対策

５ 諮問テーマに対する答申について

署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答



申があった。

(1) 諮問テーマ

高齢者の交通事故防止に向けた効果的な手段方法について

(2) 協議会からの答申

関会長から協議会委員に対し、次のとおり署長への答申内容に

ついて確認があり、全会一致で了承された。

○ 事業所における交通安全講話等広報活動の実施

○ 特殊詐欺被害防止対策の推進について

提 出 意 見 新型コロナウイルスワクチン接種が始まったが、これを口実にし

た特殊詐欺事案等の増加が予想されることから特殊詐欺被害防止対

策を推進してもらいたい。


